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ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました） 今
いま

，ラシアのために 
時
じ

間
かん

を取
と

ってくれる人
ひと

は 
だれもいません。

このお話
はなし

は，南
みなみ

アフリカでの出
で

来
き

事
ごと

です。

ラシアには生
う

まれたばかりの弟
おとうと

がいます。リア
ムといいます。かみの毛

け

は黒
くろ

色
いろ

で，手
て

と足
あし

は
とても小

ちい

さいです。とってもかわいいです！
でも，家

か

族
ぞく

の中
なか

に赤
あか

ちゃんがいるとつらいことも
あります。お母

かあ

さんとお父
とう

さんは，今
いま

はいつもいそ
がしいです。それにリアムはよく泣

な

きます。
「ママ，お話

はなし

を読
よ

んでくれない？」ラシアはたずね
ました。
「リアムをお風

ふ

呂
ろ

に入
い

れなきゃならない
の」とお母

かあ

さんは言
い

いました。「アリア
ナと一

いっ

緒
しょ

に読
よ

んだらどうかしら。」
ラシアは妹

いもうと

と一
いっ

緒
しょ

にゆかにすわりま
した。二

ふた

人
り

は本
ほん

のページをパラパラと
めくっていきました。でも，お母

かあ

さん
がいないと何

なに

かがちがうのです。
「パパ，一

いっ

緒
しょ

にゲームをしてくれない？」
ラシアはたずねました。
「仕

し

事
ごと

に行
い

く前
まえ

に，ママが赤
あか

ちゃんの
お世

せ

話
わ

するのを助
たす

けなきゃいけないん
だ 」とお父

とう

さんは言
い

いました。
ラシアはしかめっ面

つら

になりました。お母
かあ

さ
んとお父

とう

さんには，ラシアのための時
じ

間
かん

がないのです！ いつもリアムの世
せ

話
わ

をし
ています。

間
ま

もなく，お父
とう

さんは仕
し

事
ごと

に出
で

かけ
ました。お母

かあ

さんはリアムをねかしつ
けました。そしてラシアとアリアナと

赤
あ か

ちゃんの弟
おとうと

を助
た す

ける
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ラシアは 
家
か

族
ぞく

を 
どのように 
助
たす

けました
か？

一
いっ

緒
しょ

にソファーにすわりました。とてもつかれてい
るようです。
「最

さい

近
きん

はリアムのことでずっといそがしいわね」
とお母

かあ

さんが言
い

いました。「少
すこ

しさみしかったかし
ら？」

ラシアはうなずきました。泣
な

きたくなりました。
お母

かあ

さんはラシアとアリアナをだきしめました。
「リアムはまだとても小

ちい

さいから，助
たす

けがたくさん必
ひつ

要
よう

なの。あなたたちのように，ひとりで何
なに

かをする
ことができないのよ。」
「分

わ

かってるよ」とラシアは言
い

いました。
「でも，もしよかったらリアムのお世

せ

話
わ

を手
て

伝
つだ

って
くれないかしら。」お母

かあ

さんがほほえみました。
「ほんとうに？」ラシアはたずねました。それはい

い考
かんが

えだと思
おも

いました。
「わたしも？」とアリアナが言

い

いました。
「あなたもよ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
少
すこ

したって，リアムが泣
な

き出
だ

しました。お母
かあ

さんが
おむつを交

こう

換
かん

するとき，ラシアはおしりふきを持
も

っ
て来

き

ました。

「ありがとう」とお母
かあ

さんは言
い

いました。
次
つぎ

の日
ひ

，リアムがお風
ふ

呂
ろ

に入
い

るとき，ラシアとアリ
アナは着

き

替
が

えの服
ふく

を持
も

って来
き

ました。その服
ふく

には小
ちい

さくてかわいい動
どう

物
ぶつ

がかいてあります！ リアムに着
き

せられるように，二
ふた

人
り

はお母
かあ

さんに服
ふく

をわたしまし
た。
「ありがとう」とお母

かあ

さんは言
い

いました。
ラシアとアリアナは，ほかにできることはないか

考
かんが

えました。毎
まい

朝
あさ

，言
い

われる前
まえ

に自
じ

分
ぶん

でベッドを整
ととの

えました。時
とき

々
どき

，お母
かあ

さんとお父
とう

さんのベッドも整
ととの

えました！ 夕
ゆう

食
しょく

の時
じ

間
かん

になると，台
だい

所
どころ

でお父
とう

さん
を手

て

伝
つだ

いました。
「ありがとう」とお母

かあ

さんとお父
とう

さんが言
い

いました。
ラシアはリアムが泣

な

くとあやしました。だっこし
て，やさしい声

こえ

で話
はな

しかけました。リアムはまだあ
りがとうと言

い

うことができません。でもある日
ひ

，ラ
シアににっこりとほほえみかけたのです！

ラシアもほほえみ返
かえ

しました。赤
あか

ちゃんの弟
おとうと

とお母
かあ

さんとお父
とう

さんを手
て

伝
つだ

えてよかったと思
おも

いました！●
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